
長良川流域の洪水の歴史

■長良川流域の洪水の歴史
• 長良川は、岐阜県郡上市の大日ヶ岳を源とし、岐阜市内を貫流し、三重県桑名市で揖斐川に合流長良
する幹川流路延長166km、流域面積1,985km2の一級河川。

• 我が国最大のゼロメートル地帯を擁する濃尾平野を貫流する木曽三川沿川は、古くから洪水との
闘いを宿命としてきた地域。

• 特に長良川は、昭和34年9月洪水、昭和35年8月洪水、昭和36年6月洪水が三年連続して発生する
とともに、昭和51年9月洪水では、長良川右岸堤防が決壊し安八町・大垣市（旧墨俣町）が浸水す
るとともに、長良川流域全体では59,500戸に及ぶ浸水被害など、甚大な被害が発生。

成 年 台 基 忠節 観 史 流 を 録 流部• 更に、平成16年10月台風23号洪水では、基準地点忠節で観測史上最大流量を記録し、中下流部
では安全に流下したものの、上流部の一部区間で計画高水位水位を超過。
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